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ElMundo紙 におけ る連語 の 自動抽出

宮 本 正 美

1.は じ め に

この数年スペイン語の世界で もコンピュータ7読 性のテキス トが大量に入
く  ゆ ラ

手できるようになると同時に,マ イクロプロセッサの性能の飛躍的な向上で,

誰 もが大量のスペイン語テキス トを短時間に処理することが可能になってき

ている。スペイン語の研究や教育において,こ の大量のテキス トの処理が期

待 されるものの1つ に,辞 書や語彙集の編集作成などの語彙の分野がある。

大量のテキス トから単一の語形の頻度を数え,高 頻度の語形を抽出すること

は簡単であるが,テ キス ト中に頻繁に現われ意味のまとまりをもつ単語の集

まりである 「連語」を効率的に収集することは容易ではない。本稿では,ス

ペインの日刊紙E乙Mμ ηdoを対象に,こ の連語一般 と,さ らに動詞 を含ん

だ連語 をできる限り自動的に抽出することを試みる。あわせて自然言語処理
くの

の分 野 で 連 語 抽 出 の た め に 提 案 され て い る 「仕事 量 基 準 」 の 手 法 の有 効i生 を

検 討 す る。

2.El-Mundo紙 か ら の 連 語 の 抽 出

「連 語 」 に は,apartirdeの よ うな慣 用 表 現,primerministroの よ う

な定 形 表現,さ ら に はnoveladiarioの よ うな複 合 語 な どが 含 ま れ る 。 こ れ

ら の連 語 を テ キ ス トか ら抽 出す る に は,2語,3語,...,N語 と い う語 連

続 を テ キ ス トか ら順 次 切 り出 して,そ れ を頻 度順 に 並べ た もの を人 が チ ェ ッ

クす る とい う方 法 が 考 え られ る 。 例 え ば,GarciaLorcaの 詩Llantopor
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IgnacioS疣chezMej僘sの 冒 頭 の 部 分:Alascincodelatarde.Eranlas

cincoenp佖todelatarde.Unni�trajolablancas畸anaalascinco

delatarde.Unaespuertadecalyaprevenidaalascincodelatarde.

Lodem疽eramuerteys610muertealascincodelatarde.と い う テ

キ ス トか ら2語 ず つ,3語 ず つ 切 り 出 し て 頻 度 順 に 並 べ る と,次 の リ ス トが

得 ら れ る:

これ らの 単 語 列 の うち 連 語 と み な せ る も の は 、(de)latarde,(a)las

cinco,(la)blancas畸anaな どで あ ろ うか 。

この 節 で は,ElMundoの1995年1月2日 か ら31日 ま で の ほ ぼ1ケ 月 分 の

テ キ ス トか ら,2,3,4,5連 語 候 補 を抽 出 して み る。 テキ ス トの サ イ ズ

は 延べ 語 形 数約210方,異 な り語 形 数 約7万9千 で あ る 。3連 語 の 場 合 を例

に,そ の 抽 出手ll頂と過 程 を以 下 に述 べ る 。

a,テ キ ス トの先 頭 か ら,1語 ず つ ず ら しな が ら3単 語 の 単 語 列 を頻 度 を 数

くの

えながら取 り出す。その際次の操作を行った:

1)文 字列はすべて小文字化 した。

2)最 後の単語(こ こでは第3単 語)の 末尾に記号が付 く場合,こ の記

号1つ は削除した。

3)単 語列の最終単語以外(こ こでは,第1,第2単 語)の 末尾にピリ

オ ド,疑 問符,感 嘆符が付 く場合,こ の単語列はスキップした。
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4)複 合 形 の 動 詞(例 え ば,hecantado)を 単 語 列 が 含 む 場 合 は,

1単 語 増 や して(こ こで は4単 語 を)単 語 列 と した。

Enlos�timos75a�sJap�hasufridounaveintenadegrandes

terremotos,quehanprovocadomilesdev兤timasmortales.La

cronolog僘deestosgrandesmovimientQss﨎micoses駸ta:(以 下 略)

を例 に とれ ば,ま ず,Enlos伃timosの3単 語 を取 り出 し て,小 文 字 化 し

てenlos伃timosの 単 語 列 と し て 頻 度1で 記 憶 す る 。degrandes

terremotos,は 末 尾 の コ ン マ を 削 除 してdegrandesterremotosで 記 憶 す

る 。quehanprovocadomilesは この4単 語 を 単 語 列 とみ な す 。 複 合 形 を

含 む 場 合 に1語 余 分 に単 語 列 に組 み入 れ るの は,後 に説 明 す る よ うに,動 詞

は不 定 詞 に戻 した 上 で 単 語 列 の頻 度 を集 計 す るか らで,quehanprovocado

milesは 最.終的 に はqueprovocarmilesの3単 語 列 と し て 集 計 す る こ とに

な る。terremotos,quehanは こ の3単 語 の ま ま記 憶 す る が,文 末 か ら次 の

文 にか け て の,victimasmortales.Laと,mortales.Lacronologiaの3

単 語 列 は 間 に ピ リオ ドを含 む の で ス キ ップす る。

b.こ の よ う に して,異 な り数167159行,つ ま り,約16万7千 行 か ら成 る3

単 語 列 の リス トが 得 られ る。 出現 頻 度 の 上 位20位 は次 の 通 り。

同 様 に して得 られ た2,4,5単 語 列 の リス トの上 位20位 を挙 げ る 。
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           493 texto  : el 3011 por el 
           467  pagina  : 1 2880 que la 
           467 pagina  : 2  2786: doc 

            455 titulo : el 2774 de un 

              444  seccion  : opinion 2733 que no 
             427 presidente de la 2691 de que 

           424 a pesar de 2679 y el 
           422 de los gal 2645 por la 

           419 que no se 2632 de su 

 4  -1?»11  :  5  *INVIJ  : 

284 texto : el mundo 124 consejo general del poder judicial 
197 el presidente de la 101 de la seguridad del estado 
175 los medios de comunicación 92 de la comunidad de madrid 
174 en el caso de 70 de los tipos de interés 
169 en el que se 68 desde el punto de vista 

167 de la audiencia nacional 60 de estado para la seguridad 
161 especial para el mundo 57 el consejo general del poder 
157 a lo largo de 57 en el caso de que 
157 la mayoría de los 56 ex director general de la 
153 a la hora de 56  josé  amedo y míchel domínguez 
152 la comunidad de madrid 56 ministro de justicia e interior 
142 de la guardia civil 55 el ex secretario de estado 
142 en la que se 54 secretario de estado para la 
133 el hecho de que 53 del consejo general del poder 
133 los tipos de interés 52 la trama de los gal 
124 consejo general del poder 49 presidente del gobierno, felipe 

                                     gonzález 
124 general del poder judicial 46 de los  medios de comunicación 

120 texto : madrid.- el 45 josé maría alvarez del manzano 
117 de amedo y domínguez 43 ex secretario de estado para 
116 a  pesar de que 42 director general de la seguridad 

      1_, t 7 F 7Vtra12,*0) CD-ROM  7  y  ,r  71/  t=en—e,  edicion  : a, 

tipo : doc, seccion : nacional,  pagina  : 7 .g) 1 plroj w-zwana 

  1-1Unt-toZV'4 >'5-7 y u]7'.-em-rivr V111----I1Sátr. o M-,o)1) 

    z:  r-D  `1-,.m.  7  P' Ltc.ffi r91000-e /)2000-C:  
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も連語 とみなせそうな単語列 を拾いあげていくのも1つ の方法ではあるが,

本稿ではできるだけ連語の可能性の高い単語列が上位に くるように,こ れら

の異なった語数の単語列のリス トをそれぞれ関連づけて処理 してみたい。

2,3,4,5単 語列の頻度順位20位 だけを比較するだけでも,単 語列が

長いほど私たちが連語 と考えた くなる単語列の比率が高 くなることが分かる
くの

。 こ れ は,次 節 で 述 べ る 「仕 事 量 基 準 」 の 手 法 が仮 定 す る 「長 くて 頻 度 の 多

い 単 語 列 ほ ど連 語 の 可 能 性 が 大 きい 」 とい う考 え を裏 付 け て い る。 しか し,

dela20780,ene110463,ala7268,porel3011と い った 単 語 列 は,前 置

詞 と冠 詞 の組 合 せ と して,ま た,enelque804,enlaque681な ど は,お

そ ら く前 置 詞 と関 係 詞 の 組 合 わ せ と して語 学 的 に は興 味 のあ るデ ー タ で あ る

か も知 れ な い が,連 語 を抽 出 す る とい う 目的 か ら外 れ るで あ ろ う。 つ ま り,

2単 語 列 リス トの 上 位 に見 られ る よ うな,機 能語 ど う しの組 合 わせ な ど は,

語 学 的見 地 か らの 前 処 理 で 連 語 の 候補 リス トか ら排 除 してお くべ きで あ る 。

c.さ しあ た り,次 の1)か ら5)の(語 学 的)制 約 にあ て は ま る単 語列 は,

前 処 理 と して,単 語 列 の リス トか ら削 除 す る 。 なお,冠 詞,前 置 詞,接 続

詞,関 係 詞,非 主 格 人 称 代 名 詞(=弱 形 入称 代 名詞),所 有 形容 詞前 置 形,

く  

指示形容詞に含まれる単語 をここでは,非 連語的単語 と呼ぶことにする

1)非 連語的単語の2連 続で終わる単語列。この場合,noも 非連語的単
くり

語 列 に加 え る。 た だ し,dequeで 終 わ る単 語 列 は削 除 しな い 。

くの

2)非 連 語 的 単 語 の3連 続 で 始 まる 単語 列 。

3)que+非 連 語 的 単 語1つ で 始 まる単 語 列 。

4)接 続 詞 で 終 わ る単 語 列 。

5)"'塾O〈 〉 以 外 の記 号 を含 む 単語 列 。(た だ し,数 字 に付 く,.は 除

く)

d.も う1つ の 前 処 理 と して,リ ス ト中の 動 詞 の 変化 形 を不 定 詞 に戻 して,

の 

動詞を含む同じ単語列は集約 し,頻 度数を数えなおす。名詞句表現に対 し

て相対的に頻度の低い動詞は各活用形ごとに分散しているので,ど ういう
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動 詞 句 表 現 の 頻 度 が 高 い か を 知 る た め に は,不 定 詞 に 集 約 す る 必 要 が あ る 。

a.か らd.の 前 処 理 を 施 し て,2,3,4,5単 語 列 リ ス ト に 現 わ れ た

単 語 列 を 実 頻 度 数 順 に 並 べ る と 次 の よ う に な る 。

2単 瓢 列 ・3単 菰 列 ・

2691deque956millonesdepesetas

2042queser424apesarde

1790serel422delosgal

1771ira1370*tratarsede

1717noserI .354enlos伃timos

1540elmundo351porloque

1521millonesde348elpresidentede

1412decirque‐328atrav駸de

1394serla323elpresidentedel

1391serun309amedoydom匤guez

1298tenerque303*convertirseen

1250quetenerX298porsuparte

1240queestar292presidentedelgobierno

1187 .elpresidente291apartirde

1172todoslos2881amayor僘de

1170unode1280*irsea

1129elgobierno278elcasodθ

1122m疽de2741aposibilidadde

1112delgobierho260enelcaso

1100depesetas258bancodeespa�
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3連 語 の*tratarsedeや*irseaの*印 は,元 の テ キ ス トで は,se

tratade,sevaa,sefuerona,mevoyaな ど の よ う に,*印 の と こ ろ

に再 帰 代 名 詞 が あ っ た こ と を示 して い る。 前 処 理 の お陰 で,そ れ ぞ れ の リス

トの上 位 に 連 語(と 考 え た い もの)が か な り並 ぶ よ うに な っ た の が分 か る 。

特 に,動 詞 を活 用 形 か ら不 定 詞 に集 約 した結 果,2,3単 語 列 に は か な りの

動 詞 が 集 ま り,5単 語 列 で はnotenernadaqueverと い う連 語 を上 位 で

抽 出 して い る。 しか し,2,'3,4,5単 語 列 の 出現頻 度 の 差 が 大 き く,こ

の ま ま4つ の リ ス トを ま とめ て 頻 度 順 に並 べ な お した の で は,単 語 数 の 多 い

単 語 列 の連 語 は ど う して も過 小 評 価 され て しま う。 そ こ で,実 頻 度 数 を何 ら

か の基 準 で 評価 しなお す こ とが 考 え られ る 。

3.仕 事 量 基 準

自然 言 語 処 理 の 分 野 で は,連 語 をテ キ ス トか ら 自動 的 に抽 出 す る 方 法 が最

くエの

近いくつか提案されている。自動的に抽出するために何 らかの基準 となる評

価関数を用いて,あ る語連続を連語とみなすか否かの決定をしている。ここ

では,私 たちがスペイン語の文法分析において重要な尺度と考えている,対
く 

象(あ るいはその構成要素)の 出現頻度と長さ(語 数)に 基づ く 「仕事量基

準」 という関数を用いた手法を利用 してみる。

北他(1993)は,コ ーパステキス ト中にial個 の単語か ら成る単語列 α

がn(α)回 出現するとき,次 のような関数K(α)を 仕事量基準 として定義
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して い る:

K(α)e(1α1-1)×n(α)

1αL..単 語 列 αの 長 さ(単 語 数)

n(α),..単 語 列 αの コ ーパ ス 中 で の 出現 回数

コーパ ス 中 の1α1個 の単 語 か ら成 る単 語 列 α を1つ ず つ 処 理 す れ ば,α

に比 例 した 仕事 量 が 必 要 で あ るが,α を1つ の ま と ま っ た表 現 と して 処 理 す

れ ば,仕 事 量 は1で 済 む。 つ ま り,dα}-1)分 の 削 減 に な る 。K(α)の

値 の大 きな 単語 列 を連 語 と して抽 出 す る とい うの は,長 くて 頻 度 の多 い 単 語

列 ほ ど連 語 の可 能 性 が 大 きい とい う仮 定 に 基 づ い て い る が,こ れ は,前 節 で

確 か め た よ うに,妥 当 な考 え だ と言 え る 。 しか し,あ る単 語 列 は他 の単 語 列

の部 分 列 の ことが 少 な くな い の で,単 純 に頻 度 数 で 比 較 す る こ とが で きな い。

例 え ば,apartir,apartirde,apartirdeahoraの3つ の 単 語 列 の 出 現

頻 度 はそ れ ぞれ,378,291,53で あ っ たが,そ れ ぞ れ の 単 語 列 の 仕 事 量 基 準

は

K(apartir)=(2‐1)X378=378

K(a,partirde)=(3‐1)X291=.582

K(apartirdeahora)=(4‐1)X53=159

と な り,apartirの 仕 事 量 基 準 はapartirdeahoraよ り大 き くな る 。 し

か し,apartirが 参 照 され た378回 の 内,apartirdeの 部 分 単 語 列 と し て

参 照 され た 回数が291回 あ るの で,純 粋 にapartirが 参 照 さ れ た の は(378

-291)回 とい うこ と にな る
。 同様 に,apartirdeが 純 粋 に参 照 さ れ た の は

(291-53)回 で あ る。 した が っ て,そ れ ぞ れ の仕 事 量 基 準 を再 計 算 す る と

K(apartir)=(2‐1)X(378-291)=87

K(apartirde)=(3‐1)x(291-53)=476

K(apartirdeahora)=(4‐1)X53=159

この よ う に,部 分 単 語 列 に対 して 再 計 算 を す る こ と に よ っ て,比 較 的 均 整
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の とれ た 値 が 算 出 され る と考 え られ る。 しか し,こ の再 計 算 を部 分 単 語列 の

関係 に あ る す べ て の 単 語 列 に対 して 行 え ば,計 算量 が爆 発 的 に増 大 す るの で,

実 際 に は,次 の2つ の 操 作 で近 似 的 に行 って い る 。

1.再 計 算 は 同 じ単 語 系 列 中 の隣 り合 っ た単 語列 どう しに 限 る:apartir

は,長 さが2つ 異 な るapartirdeahoraで は な く,11つ だ け 異 な るa

partirdeと の み 行 う。

2.再 計 算 は1度 に 限 る:apartirはapartirde(頻 度 数291)以 外 に

もapartirdel(84)な ど の部 分 単 語列 で あ る が,再 計 算 は,一 番 頻 度

の 高 いapartirdeと の 間 で1度 だ け 行 う。 同様 に,apartirdeの 再

計 算 は,apartirdeahora(53),apartirdehoy(20),な どの 部 分

単 語 列 だが,apartirdeahoraと の 問の1度 に限 っ て い る 。

そ こで,こ の 仕 事 量 基 準 を利 用 して 先 ほ ど提 示 した リ ス トの実 頻 度 数 を評

価 しな お して み よ う。 評 価 しなお す ため に は,部 分 単 語 列 の 関係 に あ る単 語

列 を ま とめ な け れ ば な らな い 。 実 頻 度 数 の仕 事 量 基 準へ の 再評価 にあ わせて,

単 語 列(+評 価 数 値)を シ ソ ー ラス 風 の リス トに作 りな お す 。こ こで は,2,

3,4,5単 語 列 の リス トの それ ぞ れ 上 位500位 で 作 って み た 。 結 果 は 次 の

よ うに な る:

2480deque

422despu駸deque

330antesdeque

38hechodeque

348elhechodeque

68enelhechodeque

48porelhechodeque

12pesardeque

348apesardeque

2posibilidaddeque

2791aposibilidaddeque

44antelaposibilidaddeque

60casodeque

gelcasodeque
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 228 en el caso de que 
             72 en caso de que 

      50  convencido de que 
             123  estar convencido de que 

1861 que ser 
     362 lo que ser 

     262 que ser  eI 
      238 que ser un 
     234 que ser la 
 174  tener que ser 

      160 que ser una 
1659 ser el 

      262  que  ser. el 
      178 no ser el 

      56 ser el caso 
             72 ser el caso de 

                      56 como ser el caso de 
              18 como ser  el caso 

                      56 como ser el caso de 

1520 ir a 
     446 que ir a 

             84 que ir a ser 
            66 lo que ir a 
     268 no  ir  a 

            87 que no ir a 

     266  ir  a ser 

 $4 que ir a ser 
1485 no ser 

      464 que no ser 
      186 no ser un 

     178 no ser el 
     146 no ser la 

1344 el mundo 

     318 todo el mundo 
            111 en todo  el mundo 

            108 de todo el mundo 
     242 a el  mundo 

             150 a el  mundo que 
                    84 ayer a el mundo que 

                     36 manifestar a el mundo que  

(  12 )



             24 ayer a el mundo 
                     84 ayer a el mundo que 

      24 para el  mundo 
             483 especial para el mundo 

      216 en el mundo 
             66 en el mundo de 

      42 el mundo que 
             150 a el mundo que 

                     84 ayer a el  mundo,  que 
                     36 manifestar  a el mundo  qué 

     156 de el mundo 
565 millones de 

      1790 millones de pesetas 
             183 millones de pesetas en 

             111 millones de pesetas a 
             87 millones de pesetas de 

             42 200 millones de pesetas 
                    56 de 200 millones de pesetas 

             84 millones de pesetas que 
             81 millones de pesetas para 
             78 mil millones de pesetas 

 60  millones de pesetas por 
      222 millones de dólares 

1412 decir que 
1121'a 

YI:01TiV.It,'"111911'k 1 : 
255 general del 

      4 consejo general del 
 O consejo general del poder 

                    496  consejo general del  poder judicial 
                     228 el consejo general del poder 

                     212 del consejo general del poder 
                     48 al consejo  general del poder 

 O el consejo general del 
                     228 el consejo general del poder 

             6 del consejo general del 
                    212 del  consejo general del poder 

                     48 presidente  del consejo general del 
                     48 vicepresidente del consejo general del 

 O general del poder  
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Oconsejogeneraldelpoder

496consejogeneraldelpoderjudicial

228elconsejogeneraldelpoder

212delconsejogeneraldelpoder

48alconsejogeneraldelpoder

Ogeneraldelpoderjudicial

496consejogeneraldelpoderjudicial

120generaldelpoderjudicialcgpj

72secretariogeneraldel

84elsecretariogeneraldel

56elsecretariogenera!delpp

60secretariogeneraldelpartido

16generaldelestado

120fiscalgeneraldelestado

88elfiscalgener疝del"estado

60alfiscalgeneraldelestado

中 略

動 詞 の 部 分 を1つ:

202teneren

192tenerencuenta

120tenerencuentaque

44quetenerencuentaque

12quetenerencuenta

64haberquetenerencuenta

44quetenerencuentaque

60tenerencuentala

122fueteneren

12quetenerencuenta

64haberquetenerencuenta

44quetenerencuentaque

以 下 略 。

こ の 種 の シ ソ ー ラ ス 風 リ ス ト は 連 語 の 文 法 構 造 の.類 似 し た も の を 下 位 分 類

ロ セ ト

していることにもなるので,.語 学的資料 としての価値 もある。実頻度数を仕

事量基準で評価 しなお した数値順 に連語(候 補)を 並べなお してみると,上

位80位 は次のようにな.る.:

(14)



2480deque

1861queser

1790millonesdepesetas

1659serel

1520ira

1485noser

1412decirque

1344elmundo

1277serla

1272serun

1082tenerque

1075queestar

1034quetener

1033unode

1018elgobierno

1013m疽de

999serque

965todoslos

950seruna

902sinembargo

863demadrid

845despu駸de

839elpresidente

833elpasado

820delgobierno

808nopoder

77111egara

734queir

730delosgal

725quepoder

722creerque

712yaque

705notener

703volvera

702eljuez

700haberque

676tratarde

657estaren

656*tratarsede

654elpresidentede

645*encontrarse

619asegurarque

616apesarde

612enespa�

606*convertirseen

603quehacer

596porsuparte

591*poderse

585delestado

569perono

565millonesde

5621aprimera

557afirmarque

556partede

547*hacerse

544delpp

542enlos伃timos

539m疽que

533*producirse

533antesde

519nohaber

517poderser

508delpsoe

502felipegonz疝ez

5021a .mayor僘de

499delpartido

496*irsea

496consejogeneraldelpoder

judicial
485elex

483especialparaelmundo

480porotraparte

476apartirde

471serde

468tenerun

467todaslas

464quenoser

463ayeren

459serlos

(15)



656atrav駸de4561avida

実 頻 度 数順 で は重 な り合 わ なか っ た上 位20位 まで の4つ の単 語 列 が,仕 事

量 基 準 に よって評 価 しなお した 数 値 順 で は,2単 語 列 と3単 語 列 は か な り重

な って きてい る 。20位 ま で の3単 語 列 の 中 で も特 に 連 語 的 なmillonesde

pesetas,*tratarsede,atrav駸de,apesarde,*convertirseen,por

SUparte,lamayoriade,porotraparte,が い ず れ も リス トに 入 っ て き

て い る こ と は,こ の 再 評 価 の 成 果 で あ ろ う 。 し か し,4,5単 語 列 が

especialparaelmundo,consejogeneraldelpoderjudicial以 外1つ も

入 って こ ない とい うの は,単 語 数 が 増 え る こ とへ の 重 み づ けが まだ 不 十 分 で

あ るか,計 算 量 が ふ え て も近 似 値 計 算 の 対 象 を も う少 し増 やす の が 望 ま しい

こ と を示 して い る の で は な い だ ろ うか 。

こ こで は,近 似 値 計 算 の2。 で 「再 計 算 を1度 に限 っ て い る」 の を改 め,

直 接 下 位(つ ま り,語 数 の 差 が1)の 単 語 列 す べ て と再 計 算 を して み よ う:

り
K(α)=(iα1-1)×(n(α)一 Σn([α,i]))

i=1

1α1単 語 列 α の 長 さ(単 語 数)

n(α)単 語 列 α の コー パ ス 中 で の 出 現 回 数

[α,i]単 語 列 α の 直接 下 位 の単 語 列 群 の 頻 度 順i番 目の単 語 列

m指 定 した頻 度 上 位,例 え ば,上 位500の 連 語 に 含 ま れ る

範 囲 で のiの 最 大 値

先 の 例 で 言 え ば,apartirの 再 計 算 は,apartirde(291)以 外 にa

partirdel(84)と も,ま た,apartirdeの 再 計 算 は,apartirdeahora

(53)だ け で な くapartirdehoy(20)と も行 う こ と を意 味 して い る(500

位 まで で は,apartir,apartirdeの 直 接 下 位 の 単 語 列 は2つ ず つ で あ る)。

K(apartir)=(2-1)X(378-291-84)=3
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K(apartir de)=(3-1)X(291-53-20)=436

K(apartir de ahora)=(4-1)X53=159

こ の 計 算 .法を 採 用 す る と 上 位80位 は 次 の よ う に な る:

2163de que

1602millones de pesetas

1520ira

1504 ser el

1412decir que

1344el mundo

1327que ser

1230no ser

1179…ser un

1133ser la

1082tener que

1034que tener

999ser que

959que estar

950ser una

902sin embargo

863de madrid

858el gobierno

845despu駸 de

839el presidente

833el pasado

820del gobierno

790m疽de

77111egar a

734que ir

730de los gal

722creer que

712ya que

705no poder

704todos los

703volver a

702 el juez

700haber que

686uno de

644que poder

625 no tener

619asegurar que

612.en espa�

606 * convertirse en

603que hacer

596por su parte

591 * poderse

585del estado

574apesar de

569pero no

565 millones.de

557afirmar que

547 * hacerse

544del pp

539m疽 que

533 * producirse

533antes de

519no haber

508del psoe

502felipe gonz疝ez

499 del partido

496*irse a

496consejo general del poder

   judicial

485el ex

483especial para el mundo

480por otra parte

471ser de

468tener un

467todas las

464 que no ser

463ayer en

459 ser los

456no * P◎de「se
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676tratar de

657estar en

656 * tratarse de

656atrav駸 de

654el presidente de

645 * encontrarse

448a�s de

446general de

443de ser

4421a mayor僘 de

440por parte de

436apartir de

 再 計 算 の 結 果,主 に 上 位 の2単 語 列 の 数 値 が 少 し低 く な っ た 以 外 は 大 き な

変 化 は 見 ら れ な い 。 こ の リ ス ト に新 た に 入 っ た 単 語 列 は,no*poderse,

a�s de, general de, de ser, por parte deで,落 ち た の は, la primera,

parte de, en los伃timos, poder ser,1a vidaの5つ だ け で あ る 。

 そ こ で,単 語 列 の 長 さ に 対 す る 重 み づ け を お も い き っ て,Gα1-r)2で2

乗 す る 操 作 もあ わ せ て 行 う こ と に す る:
              m

K(・)一(1・1-1)2×(・(・)一 Σ ・([・,i]))

             トエ

    K(apartir)_(2-1)zX(378-291-84)=3

    K(apartir de)=(3-1)2×(291-53-20)=872

    K(a partir de ahora)_(4-1)2×53=477

 こ の 操 作 で 次 の リ ス トを 得 る:

3024millones de pesetas

2163 de que

912no * poderse

902sin embargo

1984consejo general del poder judicial

                           8841a mayor僘 de
1616 de la seguridad del estado

1520ira

1504 ser el

1472de la comunidad de madrid

1460de los gal

1449especial para el mundo

1412 decir que

1344el mundo

1327que ser

1312 * tratarse de

1312atrav駸 de

1308 el presidente de

1305 a la hora de

880el ex secretario de estado

880por parte de

872apartir de

863de madrid

858el gobierno

848 del consejo general del. poder
846de la guardia civil

845 despu駸 de

844despu駸 de que

839 el presidente

837el secretario general de

8371a posibilidad de que

833el pasado

(18)



1230 no ser

1212 *  convertirse en

1192por su parte

1179ser un

1170alo largo de

1148apesar de

1133ser la

1120de los tipos de inter駸

1088desde el punto de vista

1082tener que

1053en el caso de

1044apesar de que

1034que tener

999ser que

992*irse a

960de estado para la seguridad

960por otra parte

959que estar

950 ser una

936el hecho de que

936el presidente del gobierno

928que no ser

912el consejo general del poder

912en el caso de que

832el presidente del

8321a trama de los gal

828de todos los

820del gobierno

810de los fondos reservados

804queira

790m疽de

771 11egar a

768amedo y dom匤guez

765 de la uni� europea

765el banco de espa�

756que tener que

748de la sociedad

747en los伃timos a�s

736de los medios de comunicaci�

736una serie de

734 que ir

724 * encontrarse en

72410 que ser

722creer que

712ya que

708presidente del gobierno

705no poder

704jos駑ar僘 aznar

 大 胆 に,長 さ の 重 み づ け を す る と,alo largo d6, desde el punto de

vista, a pesar de que, el hecho de que, el presidente del gobierno, en el

caso de que, el ex secretario de estado, despu駸 de que, la posibilidad

de que, la trama de los gal, el banco de espa�, en los伃timos a�s,

una serie de,*encontrarse en, presidente del gobiernoな ど4,5単 語

を 中 心 に 連 語 と み な し た い 単 語 列 が 入 っ て く る 一 方,落 ち る も の に 特 に 連 語

的 な も の(volver a, haber que,*encontrarse, asegurar que, en espa�,

afirmar que,*producirse, no haberを 連 語 的 と み る か ど う か)は 少 な

い と言 え る 。 こ の こ と か ら,実 頻 度 数 を 再 評 価 す る 際 に は ,長 さ(単 語 数)

の 重 み づ け を 十 分 に す る こ とが よ い と考 え ら れ る 。.
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4.動 詞 連 語 の 抽 出

第2節 で も述 べ た よ うに,相 対 的 に出 現 頻 度 の 低 い 動 詞 の現 わ れ る連 語 を

抽 出す る に は,特 別 の 工 夫 が 必 要 で あ る 。動 詞 の 活 用 形 リス トを参 照 しなが

ら,先 の リス トの 単 語 列 中 の 動 詞 活 用 形 に文 法 デ ー タ を付 け,こ の デ ー タ を

参 照 しなが ら活 用 形 を不 定 詞 に も ど して,単 語列 とそ の頻 度 数 を集 約 し,頻

度 順 に並 べ なお す 。 具 体 的 には,以 下 の 手 順 で抽 出 した:

a.動 詞(不 定 詞)の リス トを作 る(不 規 則 動 詞 の場 合 は そ の 活 用 パ ター ン

を示 す 番 号 を付 け る)。 今 回 は7430個 の 動 詞(不 定 詞)の リス トを作 成 し

た。

b.語 尾 の 後 ろ に,法,時 制,人 称/数 の 文 法 デ ー タ を付 け た,-ar,-er,-ir

の各 動 詞 の規 則 活 用 リス トを作 る 。 この リ ス トの 構 成 は以 下 の 通 り(.ar

動 詞 の 場 合):

ar川0.inf.0)

ando(O.ger.0)

ado(O.pp.0)

o(i.p.ls)

as(i.p.2s)

a(i.p.3s)(m.p.2s)

amos(i.p.lp)(i.ind.lp)

疂s(i.p2p)

an川i.P.3P)

以下略 。

c.a.の 不 定 詞 リス ト(と 不 規 則 動 詞 の 場 合 は そ の番 号)とb.の 規 則 活 用

の リス トを利 用 して,複 合 形 も含 め て 全 活 用 形 が 得 られ る よ うな ス ク リプ

トを 一ar,-er,-ir動 詞 ご と に書 き,不 定 詞 リス トの7430個 の動 詞 の 全 活 用

形(文 法 デ ー タ付 き)リ ス トを作 る 。 た だ し,過 去 分 詞 形 は削 除 した 。-ar

動 詞 の リス トは644946語 形,-er動 詞 は44344語 形,-ir動 詞 は48373語 形 に

な っ た 。

d.動 詞 の 活用 形 は名 詞 そ の他 の 品詞 語 と同 形 の もの が 少 な くな い の で,他

の品 詞 語(複 数 形 も含 む)と 重 複 す る活 用 形 の リス トと照合 して,C.の 全
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くユ  

活用 形 リス トか らそ の よ うな活 用 形 は削 除 す る。

e.こ の 活 用 形 リス トの 文 法 デ ー タ を単 語 列 リス トの 該 当 す る単 語 に付 与 し,

動 詞 を含 む行 を抜 き出 して,非 連 語 的 単 語 列 を削 除す る。

この段 階 で,例 え ば3単 語 列 リス トは次 の よ う にな っ て い る:

46selimit��imitar.i.ind.3s)a

18selimita(limitar.i.p.3s)(limitar.m.p.2s)a

5sehanlimitado(limitar.i.per.3p)a

2melimito(limitar.i.p.ls)a

な ど。

f.文 法 デ ー タ を利 用 して(複 合 形 も含 め て)活 用 形 を不 定 詞 に戻す 。 なお,

そ の 際 再 帰 動 詞 と判 断 で き れ ば(上 の場 合 のselimit6な ど は 直 前 のse

と,も しselelimitaな ら,そ の 前 のseと デ ー タ 中 の3sの3か ら,me

limitoな らmeと デ ー タ中 の1sか ら再 帰 動 詞 で あ る こ とが 分 か る),不 定

詞 にseを 付 け,再 帰 代 名 詞 の あ った 場 所 に*印 を 残 す 。 この 操 作 も動 詞

くユの

句 表 現 の 頻 度 を高 め る た め で あ る:

46*limitarsea

18*limitarsea

5*limitarsea

2*limitarsea

な ど。

g.不 定 詞 に戻 され た 単 語 列 を含 め て リス ト全 体 をマ ー ジ して頻 度 数 を数 え

な お す:

99*1imitarsea

以 上,a.か らg.ま で の 処 理 で 得 られ た2,3,4,5語 の動 詞 連 語(候

補)の リス トの 上 位20位 は 次 の 通 り:
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1394ser la

1391 ser un

1298tener que

1250que tener

1240que estar

1087ser que

1030 ser una

985que ir

935no poder

871haber que

84511egar a

837 no tener

826 * encontrarse

822estar en

819 * poderse

251queira

232 que no ser

228no * poderse

216que tener que

185del poder judicial

181 * encontrarse en

181 10 que ser

18011evar a cabo

171que haber que

165 que estar en

163noira

161iraser

147tener en cuenta

137ser uno de

132 que no tener

4連 語:

124consejo general del poder

124general del poder judicial

116apesar de que

82estar a punto de

59no tener nada que

5710 cierto ser que

53apartir de ahora

53tener nada que ver

51 tener en cuenta que

49nada que ver con

46tener que ver con

45 * darse cuenta de

44 * llevarse a cabo

4411egar a un acuerdo

42 no * tratarse de

41 estar convencido de que

41presentar una moci� de

401a verdad ser que

39que no * poderse

38ser el caso de

5連 語;

124 consejo generaユdel poder judicial

57el consejo general del poder

53del consejo general del poder

44no tener nada que ver

37presentar una moci� de censura

36tener nada que ver con

32 * darse cuenta de que

30general del poder judicial cgpj

24ser la primera vez que

23titular del juzgado de instrucci�

22dar la impresi� de que

17 si * tenerse en cuenta

16haber que tener en cuenta

16maquinaci� para alterar el precio

16para alterar el precio de

15 10 que pasar ser que

15no caber duda de que

15 que tener que ver con

14como ser el caso de

14estar a la espera de

(22)



 del poder judicialな ど の, poder, titular del juzgado de instrucci6n

のtitularな どを 除 け ば,連 語 と考 え た い動 詞 句 表 現 の単 語 列 が か な り抽 出

され て い る と言 え る だ ろ う 。

 最 後 に,こ れ ら4つ の 動 詞 連 語(候 補)リ ス トの各 上 位500位 ま で を,前

節 最 後 で 提 案 した 手 法 で 実 頻 度 数 を評 価 しな お した数 値順 に上位80位 を並 べ

て ま とめ て み る:

1984 consejo general del poder judicial

1861que ser

1659 ser e!

1520ira

1485no ser

1283decir que

1277ser la

1272ser un

1232apesar de

1212 * convertirse en

1156 * tratarse de

1082tener que

1075 que estar

1034que tener

1008apesar de que

964*irse a

952apartir de

936ser que

912el consejo general del poder

912no * poderse

892queira

864ser una

848del consejo general del poder

808no poder

756que tener q鋹

734que ir

725que poder

724 * encontrarse en

722 creer que

720que no ser

715 11egar a

59211evar a cabo

592presentar una moci� de censura

585 estar a punto de

584que estar en

576tener nada que ver con

552 * poderse

548 * encontrarse

545asegurar que

532iraser

519no haber

517poder ser

512 * darse cuenta de que

512 *  referirse a

508afirmar que

508ser uno de

480general del poder judicial cgpj

476 que no poder

472que no tener

470 * hacerse

464 no ir a

464 que ser el

460que no haber

456 * producirse en

44810que hacer

44110 cierto.ser que

438 * producirse

436 que ser la

436ser de

431que haber

423apartir de ahora

423 ser los
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705 no tener

704no tener nada que ver

700haber que

657estar en

657volver a

636que haber que

626tratar de

61210 que ser

603 que hacer

409tener un

404.que ser un

396 * !levarse a cabo

389 de ser

38810 que estar

384ser la primera vez que

384tener en cuenta

381considerar que

378no * tratarse de

 4,5単 語 列 か ら も,no tener nada que ver, presentar una moci6n de

censura, estar a punto de, tener nada que ver con, * darse cuenta de

que, lo cierto ser que, a partir de ahora, *  llevarse a cabo, ser la

primera vez que, no*tratarse deな ど 連 語 と み な し た い 単 語 列 が 拾 い

上 げ られ て い る こ と か ら も,仕 事 量 基 準 の 計 算 の 際 に1.直 接 下 位 の す べ て

の 単 語 列 と再 計 算 を 行 い,2.長 さ(単 語 数)に 対 す る 重 み づ け を(単 語 数

一1)2に よ っ て 十 分 に す れ ば
,2か ら5語 の 異 な る 単 語 数 の 連 語(候 補)

を か な り正 確 に 抽 出 で き る こ と が 分 か る 。

5.結 び

 従来,主 に編纂者の語学的経験や直観によっていた,重 要語彙,高 頻度連

語の抽出が,こ こに提示 したような 手法によれば,か なり客観的にしかもロー

コス トで自動的に実現できることが明 らかになった。また,仕 事量基準によ

る実頻度数の再計算による手法 も,ス ペイ ン語の場合適当な前処理 と長 さ

(単語数)へ の重みづけを十分に行えば,か なり有効であることも分かった。

今回は連語一般 と動詞連語の抽出を試みたが,形 容詞連語,関 係詞連語など

を抽出することで,そ れぞれ②品詞語の研究にも十分寄与することが予想さ

れる。あるいは名詞データも利用 して,現 代スペイン語の特徴の1つ である

             ロの
novela diarioの ような複合語の抽出 も容易 に実現できる。今後の課題 とし

ては,デ ータ付与処理,活 用形の不定詞への変換処理の部分での同形異品詞

               (24)



語,同 形 異 義 語 に 個 別 的 な 対 応 を す る こ と で,連 語 抽 出 の 精 度 を よ り 高 め る

こ と が 考 え ら れ る 。

注:

(1)宮 本(1997:77)参 照 。

(2)1971年 の750KHzか ら,1998年 の1GHzマ イ ク ロ プ ロセ ッサ.の発 表 まで,動 作 周 波 数 だ け

を見 れ ば,約1500倍 に な って い る(青 木 他 川1998:693)参 照 。)

川3)北 他(1993)参 照 。

(4)以 下,す べ て の処 理 はAWK(一 部Perl)の ス ク リ プ トとシ ェル ス ク リプ トで行 っ た 。

(5)3単 語 列 の上 位 に は,文 字 列:文 字 列 とい う特 殊 な 単 語列 が た く さ ん 入 っ て い る の で,20

位 以 下 の そ れ 以 外 の単 語 列 を さ ら に挙 げ る と:

414deloque

381dequeel

354enlos伃timos

351porloque

348elpresidentede

328atrav駸de

323elpresidentedel

309amedoydom匤guez

30010quese

これ ら を加 え て比 較 して も,2,3,4,5単 語 の単 語 列 順 に連 語(と 考 え ら れ る も の 〉

の 比 率 が 高 くな っ て い く こ と に変 わ りは ない 。

(6)こ れ らの 品 詞 群 の単 語 は,不 定 冠 詞 を除 け ば 非 強勢 語 と さ れ てい る。 不 定 冠 詞 は,従 来 強

勢 語 と され て い る:Academia(1973;2.3.3),Alarcos川1994:79)。unlibroが 「i冊 の 本 」 の

と きunに 強 勢 が くる と して も,「(あ る)本 」 の と きに もunに 強 勢が く る と はお もえ な い が 。

(7)apesardeque,despu駸deque,elhechodeque,laposibilidaddequeな どdeque

で 終 わ る 単 語 列 は構 文 的 に連 語 とみ な したい もの が 多 い の で 削 除 し ない こ と に した 。『nuestro,

vuestro(と そ の 変 化 形)は 一 律 に所 有 形 容 詞 前 置 形 と し て 扱 う 。 な お,encontrade,en

cuantoa,Peseaque,porloque,porlocual,talycomo,devezencuandoを 拾 い 上

げ る こ と に した 。

(8)porloquerespectaを 拾 い 上 げ た 。2,3,4,5単 語 列の 上 位1000行 の チ ェ ッ クで は,

数 単 語列 を例 外 と して拾 い 上 げ る だけ で 済 ん で い る が,例 外 が 少 な くな る よ う に,こ れ ら の

制 約 を さ ら に洗 練 す る 必 要 が あ る だ ろ う。

川9)手 順 は4。 節 を参 照 。

(10)Church(1990)は 相 互 情報 量(mutualinformation)と い う確 率 関 数 を 用い て単 語 の 結 び

つ きの 強 度 の 大 き い単 語 対 を求 め,Smadja(1993)は 単 語 間 の 強度 に加 えて,2単 語 問 に何

語 現 れ る か とい う単 語 間 の 距 離 な ど も考 慮 して 連 語 を 自動 的 に抽 出 す る手 法 を提 案 して い る 。
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nos610_sino(tambi駭)....の よ うな不 連続 な 連 語 も含 め て 自動 抽 出 し よ う と い う試 み に は,

尾 本/北(1996)や 小 田/北(1997)な どが あ る 。 語 彙 の 川半)自 動 抽 出 の 最 近 の 動 向 を概

説 す るooi(1998:75-80)は,語 学 的 手法 と統 計 的 手 法 の 併 用 を効 果 あ り と して い る 。

(11)例 え ば,宮 本(エ997)は,名 詞句 中 の ス ペ イ ン 語 形 容 詞 の 位 置 が,名 詞 と形 容 詞 の 長 さ

(音 節 数)と ア クセ ン ト位 置,さ ら に形 容 詞 の頻 度 数 とい う基 準 で か な り説 明 で きる こ と を 明

らか に して いる 。

(12)た だ し,abra,beba,cabe,cedo,coma,crece,crea,debe,di,dije,empiezo,ense�,eras,

haya, ,haz,manda,miente,ordenando,pasa,pienso,pongo,quedo,quita,reclame,

resultas,recib�,refer�,sacas,saluda,suba,tarda,ten,tocatoma,trata,vale,veな ど

動 詞 と して の 頻度 が 明 らか に高 い と思 わ れ る語 形 に つ い て は 削 除 して い な い 。 しか し,me

COSOのcaso,yocomoのcomo,paraelcocheのparaな どは文 法 デ ー タが 削 除 さ れ る 。

elcaso,uncasoで なけ れ ば,casoに は(casar.i.p.ls)を 付 け て お くとい っ た 個 別 的 な 処 理

が 必 要 に な る。

(13)さ ら に 述 べ れ ば,empecemos(empecer.i.p.1p)(empezar.s.p.1p),vende(vender.i.p.3s)

(vender.m.p.2s)(vendar.s.p.ls)川vendar.5.p.3s),vengas(venir.s.p.2s)(vengar.i.p。2s),ve

(ir.m.p.2s)(ver.i.p.3s)の よ うに,同 形 異 義 の活 用 形 に は デ ー タが い くつ か付 い て い る。 活 用

形 か ら不 定 詞 へ の 変 換 処 理 が現 在 の と こ ろ,左 端 の デ ー タ しか 照 合 しな い の で,同 形 異 義 の

活 用 形 リス トを利 用 して,こ れ らの例 の よ う に,明 らか に 一 方 の 不定 詞g)動 詞 の 頻 度 が 高 い

場 合 は,デ ー一タ を 入 れ 替 え る 処 理 も 組 み 込 ん で い る:empecemos(empezar.s.p.1p)

川empecer.i.p.lp),vende(vender.i.p.3s)(vender.m.p.2s)川vendar.s.p,1s)(vendar.s.p.3s),

vengas(venir.s.p.2s)(vengar.i.p.zs),ve(ver.i.p.3s>(ir.m.p.2s)。 し か し,fue(ir.i.ind.3s)

(ser.i.ind.3s)の よ うな,い ず れ の頻 度 も高 い もの は そ の ま ま にせ ざ る を え な い 。

(14)宮 本(1996:176-177)参 照Q

資 料:

分 析 対 象 テ キ ス ト

ElMundo.1995,PrimerSemestre,.UnidadEditorial,S.A.,CD-ROM,1997.
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